
   

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  832  △26.7  34  △70.5 △19  －  △24  －

22年３月期第１四半期  1,136  △37.3  118  98.4  58  －  66  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △0  48  －  －

22年３月期第１四半期  1  31  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  22,388  6,534  28.2  124  88

22年３月期  22,541  6,567  28.1  125  37

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,319百万円 22年３月期 6,344百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  0 00 － － 0 00  0  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  0 00 － － 0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,100  △41.5  100  △71.6  △10  －  △20  －  △0  40

通期  4,970  △26.6  350  △44.4  220  △46.6  200  △53.9  3  95



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      －  社 （社名）                        、除外      －  社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信［添付資料］２ページ「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 51,224,916株 22年３月期 51,224,916株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 618,540株 22年３月期 617,570株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 50,607,261株 22年３月期１Ｑ 50,608,378株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部の企業で収益の改善が見られるものの完全失業率は依然

として高水準が続き、雇用情勢の改善は見られず、欧州の金融不安等から株安や円高が進行するなど依然として先

行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主たる事業領域である建設業界は、民間建設投資や新設住宅着工戸数の回復の兆しは見られず全

般的に厳しい状況で推移いたしました。 

 開発・ＰＩ（プリンシパル・インベストメント以下ＰＩという。）事業及びアセットマネジメント事業領域は、

不動産市況の低迷と、金融機関の不動産に対する融資姿勢等の慎重な姿勢に変化は見られず、全般的に低調傾向が

続いております。 

 このような状況の下で、建設事業につきましては「上質な木の家」のモデルハウスを積極的にＰＲする等、住居

系建設受注の拡大強化を推進してまいりました。その結果、建設事業の売上高は314百万円（前年同期比42.3％

減）となり営業損失は13百万円（前年同期は6百万円の利益）となりました。 

 開発・ＰＩ事業につきましては、不動産市況が低迷する中で小規模の宅地分譲等を中心とする営業活動を行って

まいりました。その結果、開発・ＰＩ事業の売上高は146百万円（前年同期比20.9％減）となり営業損失は34百万

円（前年同期は21百万円の損失）となりました。 

 アセットマネジメント事業につきましては、匿名組合の損失の分配等により売上高は345百万円（前年同期比

9.6％減）となり営業利益は減価償却費の増加等があり136百万円（前年同期比26.7％減）となりました。 

 その他事業につきましては、売上高は25百万円（前年同期比6.7％増）となり営業利益は1百万円（前年同期は0

百万円の損失）となりました。 

 当社グループの当第１四半期連結会計期間の売上高は832百万円（前年同期比26.7％減）となり、営業利益は経

費の削減により販売費及び一般管理費は減少いたしましたが、売上高の減少等による売上総利益の減少により34百

万円（前年同期比70.5％減）となりました。 

 経常損益は、営業利益の減少により19百万円の損失（前年同期は58百万円の利益）となり、四半期純損益は、資

産除去債務会計基準の適用に伴う影響額9百万円を特別損失として計上したこと等により24百万円の損失（前年同

期は66百万円の利益）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、22,388百万円となり、前連結会計年度末に比べ152百万円減少いたし

ました。流動資産は、現金及び預金等の増加がありましたが、主として売上債権及び販売用不動産の減少等があ

り、前連結会計年度末に比べ51百万円減の3,929百万円となりました。固定資産は、主として有形固定資産の減少

及び長期営業目的投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末に比べ100百万円減の18,459百万円となりまし

た。 

負債総額は15,853百万円であり、前連結会計年度末に比べ120百万円減少いたしました。流動負債は、未成工事

受入金の増加等がありましたが、主として仕入債務の減少等により、前連結会計年度末に比べ140百万円減の

13,848百万円となりました。固定負債は、退職給付引当金及び資産除去債務の増加等により、前連結会計年度末に

比べ20百万円増の2,005百万円となりました。 

純資産は、前連結会計年度に比べ32百万円減少し6,534百万円となりました。これは主として四半期純損失を計

上したことによるものであります。  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月14日に公表いたしました平成23年３月期第２四半期累計期間の業績予想を修正いたしました。詳細

につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法  

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 市場価格のない株式の減損処理 

市場価格のない株式の発行会社の財政状態が悪下しているかどうかの判断にあたっては、四半期会計期間末までに

入手し得る直近の財務諸表を使用する方法によっております。 

③ たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

④ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

⑤ 減損の兆候 

減損の兆候にあたっては、前連結会計年度末以降に使用範囲又は方法について当該資産又は資産グループの回収可

能価額を著しく低下させる変化を生じさせるような意思決定や、経営環境の著しい悪化に該当する事案が発生したか

どうかについて留意し、兆候を把握するか否か決定する方法によっております。 

⑥ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によってお

ります。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

⑦ 重要性が乏しい連結会社における簡便的な会計処理 

重要性が乏しい連結会社においては、重要な企業結合や事業分離、業績の著しい好転又は悪化及びその他の経営環

境に著しい変化がないと認められ、かつ、当第１四半期財務諸表上の一時差異等の発生状況について大幅な変動がな

いため、税金費用の計算にあたり、税引前四半期純利益に、前年度の損益計算書における税効果会計適用後の法人税

等の負担率を乗じて計算する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。  

これにより、営業利益は167千円減少し、経常損失は167千円、税金等調整前四半期純損失は9,876千円それぞれ増

加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は15,613千円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用し

ております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,346,851 2,254,782

受取手形・完成工事未収入金 40,438 131,312

売掛金 96,202 79,613

販売用不動産 926,922 1,014,614

未成工事支出金 46,876 50,969

材料貯蔵品 12,434 11,726

関係会社短期貸付金 330,000 330,000

繰延税金資産 34,683 34,683

その他 99,401 78,328

貸倒引当金 △4,782 △5,015

流動資産合計 3,929,029 3,981,016

固定資産   

有形固定資産 17,942,205 17,994,967

無形固定資産 68,580 73,247

投資その他の資産   

その他 682,337 725,797

貸倒引当金 △233,500 △233,500

投資その他の資産合計 448,837 492,297

固定資産合計 18,459,623 18,560,512

資産合計 22,388,652 22,541,528

負債の部   

流動負債   

買掛金 26,124 18,541

工事未払金 88,390 232,387

短期借入金 12,337,356 12,375,556

関係会社短期借入金 1,075,000 1,075,000

リース債務 14,313 14,223

未払法人税等 6,253 14,552

未成工事受入金 140,701 60,289

賞与引当金 16,797 25,645

完成工事補償引当金 12,100 12,600

未払金 77,281 79,908

その他 53,754 80,044

流動負債合計 13,848,072 13,988,748
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 100,000 100,000

長期借入金 121,870 125,884

関係会社長期借入金 792,500 797,810

リース債務 63,767 67,379

再評価に係る繰延税金負債 227,262 227,262

退職給付引当金 168,476 157,730

役員退職慰労引当金 145,590 141,858

債務保証損失引当金 129,000 129,000

資産除去債務 15,613 －

その他 241,707 238,632

固定負債合計 2,005,787 1,985,557

負債合計 15,853,859 15,974,305

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,422,629 1,422,629

資本剰余金 5,060,112 5,089,533

利益剰余金 △300,533 △305,820

自己株式 △96,759 △96,703

株主資本合計 6,085,449 6,109,638

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4,473 △3,009

土地再評価差額金 263,974 263,974

為替換算調整勘定 △25,024 △26,186

評価・換算差額等合計 234,475 234,778

少数株主持分 214,868 222,805

純資産合計 6,534,793 6,567,223

負債純資産合計 22,388,652 22,541,528
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,136,577 832,589

売上原価 757,479 601,354

売上総利益 379,097 231,234

販売費及び一般管理費 260,778 196,272

営業利益 118,319 34,962

営業外収益   

受取利息 5,543 3,817

受取配当金 45 －

受取保険料 － 3,261

受取保証料 6,344 5,011

その他 7,351 1,969

営業外収益合計 19,284 14,059

営業外費用   

支払利息 73,281 65,966

その他 5,500 2,648

営業外費用合計 78,782 68,615

経常利益又は経常損失（△） 58,821 △19,593

特別利益   

固定資産売却益 283 －

貸倒引当金戻入額 400 －

受取和解金 2,699 －

特別利益合計 3,382 －

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,708

特別損失合計 － 9,708

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

62,203 △29,302

法人税、住民税及び事業税 2,831 2,768

法人税等調整額 － －

法人税等合計 2,831 2,768

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △32,070

少数株主損失（△） △7,035 △7,937

四半期純利益又は四半期純損失（△） 66,407 △24,133
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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